
静脈産業が世界を救う 

 

会宝産業株式会社 

代表取締役 近藤典彦 



会社概要（１） 
社  名◇会宝産業株式会社 

創  業◇1969年5月 

代 表 者◇代表取締役社長 近藤典彦 

所 在 地◇石川県金沢市東蚊爪町1丁目25 

資 本 金◇57,000千円 

 

沿革 

1969年5月 有限会社近藤自動車商会設立 

1992年2月 会宝産業株式会社に社名変更 

1998年8月 現在地に本社移転 

2002年2月 ISO14001認証取得 

2003年2月 内閣府認証NPO法人RUMアライアンス代表理事 

2005年3月 ISO9001認証取得 

2006年1月 石川県ニッチトップ企業に認定 

2006年9月 IT経営百選 最優秀企業賞受賞 

2007年12月 資本金を24百万円から57百万円に増資 

2008年2月 中小企業IT経営力大賞 受賞 

2009年3月 ハイ・サービス日本300選 受賞 
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会社概要（２） 

鉄 銅 アルミニウム 白金 パラジウム etc. 

素材 

部品 

●事業内容： 自動車リサイクル、中古自動車部品輸出、販売 

エンジン、タイヤ、ライト、ドア、ストラット etc. 

世界69ヶ国へ輸出 

新車ディーラー、中古車販売店、リース会社、自動車修理工場、自動車鈑金工場、 
自動車解体業者、一般顧客 
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会社概要（３） 
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経営理念 

会宝産業は、社員一人一人が喜びを表現し、お客
様に信頼と安らぎの実感を提供し続け、自然環境と
の調和を計る会社です。 

私 の 宣 言 

1.私は生涯、楽しく会宝産業で働く。 

2.私は生涯、楽しく学び続ける。 

3.私は生涯、楽しく己に挑戦し続ける。 

4.私は常に、家族のことを思い、安全作業に徹する。 

5.私は自分の夢を、会宝産業で実現する。 

6.私は会宝産業を、幸せの発信基地として、全世界に良い
影響を与える。 
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経営方針 

• あいさつ日本一 

• きれいな工場世界一 

• 自立と協調 

ー人財育成ー 

 ・５Ｓ活動 

 ・トイレ掃除 

 ・ありがとうカード 
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経営方針説明会・感謝の集い  2012.2.25 
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会宝リサイくるまつり  2011.8.21 
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RUMアライアンスの創設 
 RUMアライアンス（Re-Use Motorization Alliance）とは、
「競争から協調へ」を旗印に、より良い地球環境を志す、 

  全国の自動車リサイクル業者の集まり。 
 

 [名称]    ： 内閣府認証NPO法人 RUMアライアンス 
 [代表理事]：近藤典彦 
 [所在地]  ：東京都港区芝大門2-4-5  
            芝ダイヤハイツ308 
 [設立]      ：2003年9月 
 [会員数]   ：正会員１５社 協賛会員１社 
        （2012年2月現在） 
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RUMアライアンスの活動 2005 
愛地球博市民プロジェクトに出展 

経済産業省、自動
車メーカーなどと自
動車リサイクルに
ついて討議 

スティールパンオー
ケストラによる環境
音楽演奏会 

地元小学校六年生に
よる創作劇 

「我が家のマックス
号」 

リサイクル工程、再利用品の展示 
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RUMアライアンスの活動 2006 
第1回国際リサイクル会議 for the CAR 
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RUMアライアンスの活動 2006 
第1回国際リサイクル会議 for the CAR 

パネルディスカッション   
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RUMアライアンスの活動 2007  
自動車リサイクル技術者研修 

  IREC 
（International Recycling Education Centerの略称） 

自動車リサイクル技術者養成のための教育センター 

 2007年5月開講、RUM会員より研修開始 

 2010年2月ブラジル、アルゼンチン、コロンビア、メキシコ
より、JICAの協力により研修生を受入 
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IREC実技研修 
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RUMアライアンスの活動 2008  
第2回国際リサイクル会議・金沢 for the CAR 
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RUMアライアンスの活動 2009  
第3回国際リサイクル会議 in大連 2009.10.22 
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IRECでの、JICA自動車リサイクル研修 

2010.2.8-2.26 
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ＵＮＩＤＯ視察団来社 2009.4.11 
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 インドネシア 
    JAWA POS訪問 2011.5.9 
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. 

JICA BOPビジネス調査事業 
In ナイジェリア 
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JICA BOPビジネス調査事業 
ナイジェリア各紙が報道 

 21 



JICA BOPビジネス調査事業 
IRECで研修スタート 
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 国連持続可能な開発会議 
（リオ＋２０）に参加 2012.6.20-22 
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～永続的な循環型社会を目指して～ 
地下資源を守り、地上資源を活かす 
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地域循環型モデル 
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廃油・廃タイヤ等の焼却熱利用例 
廃油・廃タイヤ等の焼却で発生した熱を電気や温水に変換し、地域還元施設などにエネルギーを供給 

ボイラ 

蒸気タービン発電機 

ごみ焼却廃熱 

熱交換器 

電力会社 

会宝農園 

温浴施設 

融雪 レストラン 

温水プール 

廃タイヤ 廃油 



会宝農園温室施設 
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田植え 2012.6.2 
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発展途上国を元気にする。 
写真１枚でできるボランティア 

「10000人元気ライスプロジェクト」開始！ 
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 笑顔の写真１枚につき 
 1000粒の日本のお米を送ります。 

  最終ゴールは「途上国の自立」です。 
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９０年前のアインシュタインの予言！？ 

 私はいつもこの広い世界のどこかに、一ヶ所ぐらいは尊い国がなくてはな

らないと考えてきた。なぜならば、世界は進むだけ進んでその間幾度も戦

争を繰り返してきたが、最後には闘争に疲れる時が来るだろう。 

 このとき人類は必ず真の平和を求めて世界の盟主を挙げなければならな

い時が来るに違いない。その世界の盟主こそは武力や金の力ではなく、あ

らゆる国の歴史を超越した、世界で最も古くかつ尊い家柄でなくてはならな

い。 

 世界の文化はアジアに始まってアジアに帰る。それはアジアの高峰日本

に立ち戻らねばならない。我々は神に感謝する。神が我々人類に日本とい

う国を作って置いてくれたことに。 
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美しい星・地球を未来に残すために・・・ 
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